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第
 28 
医
全
国
青
年
大
会
郷
士
芸
能
 

上
金
田
獅
子
舞
優
秀
賞
に
輝
く
 

第
 28 

回
全
国
青
年
大
会
が
 11
 

月
 

8
日
東
京
国
立
競
技
場
で
常
陸
 

宮
殿
下
、
同
妃
殿
下
を
お
ま
ね
 

き
し
て
盛
大
に
幕
が
落
さ
れ
ま
 

し
た
。
こ
の
大
会
の
趣
旨
は
全
 

国
の
勤
労
青
年
が
あ
い
つ
ど
い
 

体
育
、
文
化
、
意
見
表
及
び
日
 

本
の
青
年
の
つ
ど
い
を
実
施
し
 

こ
れ
を
通
し
て
相
互
に
友
好
親
 

善
を
深
め
、
あ
い
た
ず
さ
え
て
 

健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
樹
立
 

し
、
健
全
な
郷
土
社
会
の
建
設
 

に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
 

あ
り
ま
す
。
 

私
達
上
金
田
青
年
選
手
団
 29 

人
 

は
毎
日
苦
し
い
特
訓
を
終
え
、
 

11 

月
7

日
小
倉
発
午
前
9
時
 57 

分
ひ
か
り
6
号
で
東
京
へ
と
出
 

発
し
ま
し
た
。
8

日
は
国
立
競
 

技
場
に
お
い
て
開
会
式
が
行
な
 

わ
れ
、
選
手
一
同
は
胸
を
は
っ
 

て
行
進
を
す
る
。
 

翌
日
東
京
青
年
館
で
郷
土
芸
能
 

の
大
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
 

ら
 35 

チ
ー
ム
参
加
し
、
午
前
9
 

時
 37 

分
よ
り
金
田
町
の
獅
子
舞
 

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
 

の
た
め
に
日
頃
練
習
し
た
郷
土
 

の
獅
子
舞
を
選
手
一
同
青
年
館
 

の
舞
台
で
勇
壮
に
舞
い
、
優
秀
 

賞
の
栄
誉
を
勝
ち
と
り
ま
し
た
 

そ
し
て
第
六
回
日
本
の
秋
祭
り
 

の
舞
台
へ
と
移
り
ま
し
た
。
 

こ
の
祭
り
は
全
国
一
、
〇
〇
〇
 

万
勤
労
青
年
が
生
産
、
文
化
、
 

学
習
、
社
会
の
諸
活
動
を
通
じ
 

て
日
常
的
に
築
い
た
成
果
を
全
 

国
的
規
模
に
集
約
し
広
範
な
市
 

民
の
参
加
協
力
の
も
と
に
収
穫
 

と
芸
術
と
交
歓
の
祭
典
と
し
て
 

企
画
し
、
青
年
の
直
接
手
に
よ
 

る
生
産
物
の
物
産
市
、
各
国
各
 

地
の
郷
土
芸
能
、
国
際
児
童
青
 

年
記
念
フ
エ
 
ス
 
テ
バ
 
ル
な
ど
 

を
こ
の
祭
り
の
主
要
な
構
成
と
 

し
て
、
伝
統
の
継
承
と
現
在
青
 

少
年
の
創
造
的
な
活
動
を
表
現
 

し
て
い
る
広
場
と
同
時
に
、
こ
 

の
祭
典
が
わ
れ
わ
れ
青
年
に
友
 

情
と
連
帯
と
平
和
に
ね
ず
い
た
 

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
、
運
動
 

へ
の
決
意
と
限
り
な
い
勇
気
と
 

を
も
た
ら
す
民
族
祭
り
で
す
。
 

こ
の
日
本
の
秋
祭
り
の
舞
台
で
 

11 

時
9
分
よ
り
金
田
町
の
獅
子
 

舞
が
笛
太
鼓
、
鐘
に
合
わ
せ
て
 

勇
壮
に
舞
う
。
そ
し
て
会
場
は
 

東
京
体
育
館
へ
と
移
動
し
、
若
 

き
青
年
の
交
歓
の
つ
ど
い
が
行
 

な
わ
れ
、
郷
土
芸
能
、
歌
、
プ
 

レ
ゼ
ン
ト
交
歓
、
そ
の
他
い
ろ
 

い
ろ
な
催
し
が
あ
り
、
青
年
諸
 

君
は
楽
し
く
秋
の
一
日
を
過
ご
 

す
。
 11
 

日
午
後
3
時
に
東
京
駅
 

を
出
発
し
て
故
郷
に
帰
る
。
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町
 

田
 

金
 

号
 

nU 8
 

第
 

報
 

町
 

田
 

金
 

差
別
を
な
く
す
た
め
に
 
圏
 

中

央

公

民

館

 

三
、
現
在
の
同
和
対
策
と
そ
の
 

評
価
 

太
平
洋
戦
争
に
敗
北
し
た
日
 

本
は
、
連
合
軍
の
占
領
政
策
の
 

方
針
と
し
て
、
同
和
地
区
を
対
 

象
と
す
る
特
別
の
行
政
施
策
は
 

禁
止
さ
れ
た
の
で
、
政
府
の
同
 

和
政
策
は
中
断
さ
れ
行
政
の
停
 

滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
 

戦
争
に
よ
っ
て
荒
廃
し
た
社
 

会
経
済
情
勢
の
も
と
で
、
国
民
 

一
般
の
生
活
は
極
度
の
窮
乏
に
 

陥
っ
た
が
、
と
く
に
同
和
地
区
 

住
民
の
困
窮
が
甚
だ
し
か
っ
た
 

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
．
 

し
か
も
、
部
落
差
別
は
い
ぜ
 

ん
と
し
て
存
続
し
、
差
別
事
件
 

に
よ
る
ト
ラ
プ
ル
が
各
地
で
頻
 

発
し
た
。
つ
ま
り
、
戦
後
の
い
 

わ
ゆ
る
民
主
的
改
革
に
も
か
か
 

わ
ら
ず
同
和
問
題
は
未
解
決
の
 

ま
ま
で
と
り
残
さ
れ
た
わ
け
で
 

あ
る
。
 

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
で
 

昭
和
二
十
一
年
二
月
「
部
落
解
 

放
全
国
委
員
会
」
 
（
の
ち
に
部
 

落
解
放
同
盟
と
改
称
さ
れ
た
）
 

が
結
成
き
れ
、
自
主
的
な
解
放
 

運
動
が
再
組
織
さ
れ
た
。
 

戦
後
の
部
落
解
放
運
動
は
、
 

水
平
社
運
動
の
伝
統
を
継
続
し
 

そ
の
経
験
と
理
輪
の
上
に
立
っ
 

て
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
 

そ
の
特
徴
は
、
い
わ
ゆ
る
「
行
 

政
斗
争
」
を
中
心
に
同
和
地
区
 

を
基
盤
と
し
て
組
織
を
拡
大
し
 

た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
 

部
落
差
別
に
つ
い
て
の
認
識
を
 

深
め
、
従
来
水
平
社
が
行
な
っ
 

て
き
た
心
理
的
差
別
に
対
す
る
 

札
弾
斗
争
か
ら
前
進
し
て
、
実
 

態
的
差
別
の
存
在
を
強
調
し
、
 

そ
の
責
任
は
行
政
の
停
滞
に
あ
 

る
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体
お
 

よ
び
政
府
に
対
し
部
落
解
放
の
 

行
政
施
策
を
要
求
す
る
大
衆
斗
 

争
を
全
国
的
に
展
開
す
る
に
い
 

た
っ
た
も
の
で
あ
る
。
 

昭
和
三
十
三
年
に
起
っ
た
教
 

職
員
の
勤
務
評
定
反
対
斗
争
に
 

部
落
解
放
同
盟
が
積
極
的
に
参
 

加
し
、
同
和
地
区
住
民
に
大
き
 

な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
そ
の
 

顕
著
な
一
例
で
あ
る
。
 

ま
た
、
部
落
解
放
同
盟
が
労
 

働
組
合
や
革
新
的
政
党
と
共
同
 

し
て
、
生
活
安
定
と
権
利
擁
護
 

の
た
め
の
斗
争
や
平
和
を
守
る
 

斗
争
に
積
極
的
に
行
動
す
る
よ
 

う
に
な
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
 

る。 
一
方
で
は
、
昭
和
二
十
六
年
 

十
一
月
、
近
畿
、
中
国
、
四
国
 

九
州
な
ど
の
地
方
公
共
団
体
の
 

同
和
対
策
関
係
職
員
を
中
心
と
 

す
る
「
全
日
本
同
和
対
策
協
議
 

会
」
が
生
ま
れ
た
。
当
初
の
数
 

年
間
、
全
日
本
同
和
対
策
協
議
 

会
は
、
部
落
解
放
同
島
と
提
携
 

協
力
し
、
政
府
に
対
し
て
同
和
 

対
策
の
積
極
的
実
施
を
要
請
す
 

る
運
動
を
行
な
っ
た
。
し
か
し
 

結
局
指
導
理
念
を
異
に
す
る
両
 

者
の
意
見
が
対
立
し
、
つ
い
に
 

快
を
分
つ
に
い
た
っ
た
の
で
あ
 

る。 
そ
の
後
、
昭
和
三
十
五
年
五
 

月
、
同
和
地
区
住
民
を
中
核
と
 

し
、
全
国
民
運
動
を
め
ぎ
す
「
 

全
日
本
同
和
会
」
が
結
成
き
れ
 

た。 

こ
の
二
つ
の
団
体
は
、
戦
 

前
の
部
落
解
善
、
融
和
運
動
の
 

流
れ
を
継
続
し
発
展
し
た
も
の
 

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

そ
し
て
こ
れ
ら
の
民
間
団
体
 

は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
中
 

断
き
れ
た
同
和
対
策
の
復
活
を
 

強
く
要
望
し
、
総
合
的
な
同
和
 

対
策
を
国
策
と
し
て
樹
立
し
、
 

同
和
問
題
の
根
本
的
解
決
を
す
 

み
や
か
に
実
施
す
る
よ
う
政
府
 

と
国
会
に
対
し
て
要
請
す
る
に
 

至
っ
た
。
 

か
く
て
、
講
和
条
約
が
発
効
 

し
て
の
ち
、
昭
和
二
十
八
年
度
 

の
国
の
予
算
に
戦
後
は
じ
め
て
 

同
和
地
区
に
隣
保
館
を
設
置
す
 

る
経
費
の
補
助
金
が
計
上
さ
れ
 

三
十
一
年
度
か
ら
さ
ら
に
共
同
 

浴
場
、
三
十
四
年
度
か
ら
共
同
 

作
業
場
去
び
下
排
水
施
設
と
い
 

う
ぐ
あ
い
に
環
境
改
善
事
業
の
 

予
算
が
増
額
さ
れ
漸
次
戦
前
の
 

同
和
対
策
が
復
活
し
て
い
っ
た
 

し
か
し
、
そ
れ
は
部
分
的
な
 

改
善
事
業
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
 

の
で
、
同
和
問
題
の
抜
本
的
解
 

決
を
は
か
る
総
合
的
対
策
の
樹
 

立
を
要
請
す
る
声
が
し
だ
い
に
 

高
ま
っ
た
。
 
そ
こ
で
政
府
は
、
 

昭
和
三
十
三
任
内
閣
に
同
和
問
 

題
閣
僚
懇
談
会
を
設
け
、
関
係
 

各
省
の
行
政
施
策
の
な
か
に
同
 

和
対
策
を
と
り
入
れ
る
こ
と
と
 

し
た
。
ま
た
一
方
、
政
党
で
も
 

自
由
［
 

冗
、
日
本
社
会
党
が
 

昭
和
五
十
四
年
度
乳
児
コ
ン
ク
ー
ハ
の
 

結

果

に

 つ
 
い
 
て
 住

 
民
 
課
 
保
 
健
 
係
 

去
る
 10 

月
 18 

日
午
後
1
時
 30
 

分
よ
り
恒
例
の
乳
児
コ
ン
ク
ー
 

ル
及
び
一
斉
検
診
を
金
田
町
中
 

央
公
民
館
に
お
い
て
催
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

日
頃
、
お
母
さ
ん
方
の
正
し
い
 

育
児
の
御
努
力
に
よ
り
年
を
重
 

ね
る
ご
と
に
体
位
が
向
上
し
て
 

お
り
ま
す
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
 

い
こ
と
で
す
。
 

審
査
の
結
果
、
次
の
方
々
が
 

そ
れ
ぞ
れ
の
賞
を
獲
得
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

《
赤
ん
坊
大
会
受
賞
者
》
 

，
・
ー
ト
‘
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●
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◆
【
特
 
等
 

轟
麟
）
」
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東

金

田

 

仲
島
 
和
弘
 

◆
 

一 

等
 

平
原
団
地
 

山
村
 
智
昭
 

西

金

田

 

岡
崎
 
由
香
 

◆
 
一一
 

等
 

神
 

人
 

見崎 

上

金

田

 

宝
見
団
地
 

奥
田
 
俊
輔
 

中
村
 

寿
 

平
島
 
嘉
子
 

藤
本
明
日
香
 

◆
 
三
 
等
 

本
町
四
丁
目
 
吉
田
 
智
優
 

小
豆
田
団
地
 
仲
島
 
彰
司
 

神
崎
福
丸
 

田
村
 
大
作
 

平
原
団
地
 

辰
島
明
日
香
 

堀
川
団
地
 

永
末
佳
奈
美
 

人

見

坂

 

横
山
有
紀
子
 

◆
 
入
 
選
 

宝
 

見
 

藤
本
 
尚
哉
 

若
草
団
地
 

平
原
団
地
 

南
 

木
 

若
草
団
地
 

太
 

陽
 

宝
見
団
地
 

昭
 
和
 
町
 

亀
の
甲
団
地
 

上

金

田

 

吉
田
 

堀
田
 

近
藤
 

大
井
 

有
藤
 

河
端
 

都
 

中
原
 

大
樹
 

高
宏
 

家
充
 

克
彦
 

義
行
 

祐
一
 

一
希
 勉

 

奈
緒
 

西

金

田

 

千
手
 
敬
子
 

天

神

町

 

河
野
 

麗
 

→
原
団
地
 

林
 

美
喜
 

平
原
団
地
 

西
村
佐
智
子
 

そ
れ
ぞ
れ
特
別
委
員
会
を
設
け
 

て
同
和
対
策
を
検
討
し
、
政
策
 

審
議
会
の
決
定
を
経
て
各
党
が
 

同
和
対
策
要
綱
を
発
表
す
る
に
 

い
た
っ
た
。
民
間
に
お
い
て
は
 

昭
和
三
十
五
年
に
部
落
解
放
同
 

盟
を
中
心
と
す
る
「
部
落
解
放
 

要
求
貫
徴
請
願
運
動
」
が
全
国
 

的
な
規
模
で
展
開
き
れ
た
の
を
 

は
じ
め
、
全
日
本
同
和
会
お
よ
 

び
全
日
本
同
和
対
策
協
議
会
の
 

国
策
樹
立
要
請
運
動
が
強
力
に
 

お
し
す
す
め
ら
れ
た
．
そ
の
結
 

果
、
昭
和
三
十
五
年
の
第
三
十
 

五
回
臨
時
国
会
に
、
自
由
民
主
 

覚
、
日
本
社
会
党
お
よ
び
民
主
 

社
会
党
が
人
権
尊
重
の
建
前
か
 

ら
超
党
派
的
に
連
携
し
て
、
同
 

和
対
策
審
議
会
設
置
法
案
を
共
 

同
提
案
し
、
国
会
は
全
員
一
致
 

を
も
っ
て
そ
の
法
案
を
可
決
し
 

た。 政
府
の
こ
れ
ま
で
の
同
和
対
 

策
は
、
厚
生
省
と
文
部
省
の
所
 

管
に
属
す
る
行
政
施
策
が
主
な
 

も
の
で
あ
る
が
、
同
和
問
題
閣
 

僚
懇
談
会
が
内
閣
に
設
け
ら
れ
 

て
か
ら
の
ち
は
、
モ
デ
ル
地
区
 

の
設
定
に
基
づ
き
総
合
的
施
策
 

を
実
施
す
る
方
向
に
進
展
し
、
 

労
働
者
、
農
林
省
、
通
産
省
、
 

自
治
省
、
法
務
省
な
ど
の
所
管
 

に
係
る
各
種
の
施
策
も
新
た
に
 

加
え
ら
れ
、
国
の
同
和
対
策
予
 

算
も
遂
年
増
額
さ
れ
て
い
っ
た
 

こ
の
よ
う
な
政
府
の
同
和
対
策
 

の
発
展
に
と
も
な
い
、
そ
の
行
 

政
区
域
内
に
多
数
の
同
和
地
区
 

を
有
す
る
地
方
公
共
団
体
に
お
 

い
て
も
、
政
府
の
行
政
施
策
の
 

実
施
に
協
力
す
る
だ
け
で
な
く
 

独
自
の
立
場
で
自
己
の
財
政
負
 

担
に
よ
っ
て
従
来
か
ら
行
な
っ
 

策
を
戦
前
の
そ
れ
と
比
較
す
れ
 

て
き
た
同
和
対
策
を
よ
り
一
層
 
ば、 

一
歩
前
進
し
た
こ
と
は
た
 

積
極
的
に
実
施
す
る
よ
う
に
な
 
し
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
正
 

っ
た
。
 

当
に
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
 

以
上
述
べ
た
戦
後
の
同
和
対
 
な
い
o
 

？
、
・
、
、
‘
・
、
、
、
‘
《
、
、
・
、
、
、
・
・
、
、
・
、
《
ミ
《
 

ゆ
く
年
く
る
年
み
ん
な
で
防
犯
 

田
 

川
 
警
 
察
 

署
 

「
年
末
年
始
特
別
警
戒
活
動
」
 

e
侵
入
盗
の
防
止
 

一
、
期
間
五
十
四
年
十
ニ
月
一
 

＠
ち
よ
っ
と
で
も
留
守
に
す
る
 

日
か
ら
 

と
き
は
必
ら
ず
戸
締
り
を
し
 

五
十
五
年
一
月
十
日
ま
で
 

て
、
隣
り
近
所
に
「
ひ
と
声
 

ニ
、
重
点
 

年
末
年
始
に
予
 

」
か
け
監
視
を
た
の
む
よ
う
 

想
さ
れ
る
「
盗
犯
」
 
「
暴
力
 

に
し
ま
し
よ
う
。
 

犯
罪
」
 

「
交
通
事
故
」
 

「
雑
 

⑥
旅
行
な
ど
で
留
守
に
す
る
と
 

踏
事
故
」
の
防
止
。
 

き
は
、
新
聞
や
牛
乳
な
ど
の
 

「
年
末
の
防
犯
」
 

取
り
か
た
づ
け
を
た
の
ん
で
 

歳
末
大
売
出
し
、
忘
年
会
な
 

お
き
、
不
在
を
き
と
ら
れ
な
 

ど、 

「
人
と
金
」
 
の
動
き
が
激
 

い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
 

し
く
な
る
年
末
は
、
年
の
瀬
の
 
⑥
多
額
の
現
金
は
家
に
お
か
な
 

あ
わ
た
だ
し
さ
と
共
に
現
金
め
 

い
。
ま
た
通
帳
と
印
鑑
は
別
 

あ
て
の
凶
悪
犯
罪
や
、
あ
き
巣
 

々
に
保
管
す
る
よ
う
に
し
ま
 

ス
リ
、
ひ
っ
た
く
り
、
あ
る
い
 

し
よ
う
。
 

は
、
酒
に
酔
っ
て
の
暴
力
事
件
 
⑥
や
す
む
前
に
は
戸
締
り
点
検
 

が
多
く
な
り
ま
す
。
 

を
行
い
、
確
実
に
戸
締
り
を
 

こ
の
よ
う
な
事
件
、
事
故
等
 

し
ま
し
よ
う
。
 

の
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
次
の
 
O
暴
力
犯
罪
の
防
止
 

こ
と
に
注
意
し
ま
し
よ
う
o
 

⑥
チ
ン
七
ラ
な
ど
に
い
い
が
か
 

0
金m
機関を利用するみな 

競
詔
敏
駐
駄
し
 

さ
A

〔 

つ
け
入
る
ス
キ
を
与
え
な
い
 

⑥
多
額
の
現
金
運
搬
に
は
二
人
 

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
o
 

以
上
の
男
性
で
あ
た
り
、
女
 
⑥
自
分
の
暴
力
被
害
は
も
ち
ろ
 

性
、
老
人
は
使
わ
な
い
。
 

ん
、
他
人
が
被
害
を
受
け
て
 

⑥
現
金
を
受
取
っ
て
の
帰
途
に
 

い
る
と
き
も
知
ら
ぬ
ふ
り
を
 

は
、
ニ
セ
銀
行
員
な
ど
に
注
 

し
な
い
で
す
ぐ
一
一
〇
番
し
 

意
し
、
知
ら
な
い
人
か
ら
声
⑥
員
鍛
餌
な
暴
力
で
も
見
 

を
か
け
ら
れ
て
も
信
用
し
て
 

の
が
さ
な
い
で
届
け
ま
し
よ
 

現
金
を
不
 

に
渡
さ
な
い
 

第
一
回
田
川
郡
高
令
者
 

ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
さ
る
ク
 

金
田
町
中
央
公
民
館
 

去
る
 11 

月
2

日
方
城
町
民
グ
 

ラ
ン
ド
に
お
い
て
田
川
郡
民
高
 

令
者
に
よ
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
 

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
町
 

村
2

チ
ー
ム
参
加
に
よ
り
A

パ
 

l
ト
チ
l

ム
、
B

パ
ー
ト
チ
ー
 

ム
に
別
れ
9
時
 30 

分
よ
り
午
前
 

1
時
ま
で
3
時
間
 30 

分
に
わ
た
 

り
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
大
会
も
郡
で
は
初
め
て
行
 

な
わ
れ
た
競
技
で
各
町
村
の
選
 

手
も
毎
日
練
習
を
重
ね
て
参
加
 

し
た
だ
け
の
技
量
を
も
っ
て
お
 

り
、
熱
戦
に
つ
ぐ
熱
戦
の
末
、
 

準
優
勝
に
な
り
ま
し
た
。
 

優
 
勝
 

川
崎
町
 

準
優
勝
 

金
田
町
 

三
《
位
 

赤
池
町
 

以
上
の
通
り
で
す
。
 

年
末
年
始
の
交
通
安
全
運
動
 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う
プ
 

年
末
年
始
は
、
経
済
活
動
の
 

活
発
化
に
伴
う
交
通
量
の
増
大
 

に
加
え
、
忘
年
会
、
新
年
宴
会
 

な
ど
の
飲
酒
の
機
会
が
多
く
、
 

例
年
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
 

ま
す
。
本
年
も
こ
の
時
期
を
と
 

ら
え
、
十
二
月
十
一
日
か
ら
一
 

月
十
日
ま
で
「
年
末
年
始
の
交
 

通
安
全
運
動
」
を
県
民
総
ぐ
る
 

み
の
運
動
と
し
て
展
開
さ
れ
ま
 

す0 年
末
年
始
の
一
番
忙
し
い
時
 

期
で
す
が
、
町
民
一
人
ひ
と
り
 

が
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
 

次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
よ
う
。
 

《
飲
酒
運
転
の
追
放
》
 

o
家
庭
で
は
「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
 

な
い
、
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
 

飲
ま
せ
な
い
」
の
三
 

な
い
運
動
を
家
庭
ぐ
る
み
で
 

実
行
す
る
。
 

o
職
場
で
は
、
雇
主
、
安
全
運
 

転
管
理
者
な
ど
責
任
者
が
従
 

業
員
に
忘
年
会
、
新
年
宴
会
 

な
ど
で
の
飲
酒
運
転
防
止
の
 

徹
底
を
図
る
。
 

o
酒
類
提
供
業
者
は
、
車
を
運
 

転
す
る
客
に
は
 
「
酒
を
飲
ま
 

せ
な
い
」
運
動
を
徹
底
す
る
 

《
ゆ
つ
く
り
走
ろ
う
V
 

o
余
裕
を
も
っ
て
「
早
目
に
出
 

か
け
る
」
 
こ
と
を
励
行
す
る
 

o
速
度
制
限
を
守
り
「
ゆ
つ
く
 

り
運
転
」
を
励
行
す
る
。
 

o
「
安
全
優
先
の
思
い
や
り
運
 

転
」
を
励
行
す
る
。
 

・つ。 
o
同
乗
す
る
と
き
は
、
 

運
転
 

者
が
急
が
な
い
よ
う
注
意
す
 

る。 

《
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
の
 

励
行
》
 

歩
行
者
は
 

◇
車
の
す
ぐ
前
や
す
ぐ
後
を
横
 

断
し
な
い
。
 

◇
遠
廻
り
で
も
横
断
歩
道
、
歩
 

道
橋
を
利
用
す
る
。
 

◇
横
断
す
る
と
き
は
、
手
を
あ
 

げ
、
左
右
の
安
全
を
確
め
て
 

か
ら
渡
る
。
 

自
転
車
は
 

◇
一
時
停
止
場
所
で
は
、
必
ら
 

ず
止
っ
て
安
全
を
確
め
る
。
 

◇
右
左
折
や
進
路
を
変
え
る
と
 

き
は
、
安
全
を
確
め
て
合
図
 

を
す
る
。
 

・
、
！
、
●
●
●
●
？
●
・
●
に
■
■
？
●
、
‘
●
●
？
●
、
●
●
●
一
？
●
、
く
．
●
，
‘
 

お
 
願
 
い
 

金
田
派
出
所
よ
り
 

一 
●
、
ぐ
．
●
？
，
・
？
、
、
て
．
●
？
、
「
？
，
・
．
く
，
、
‘
，
、
、
I
、I
、‘．・ 

◆
路
上
駐
車
の
車
輸
に
注
意
を
 

最
近
「
ガ
ソ
リ
ン
」
 
の
値
上
 

げ
が
原
因
で
深
夜
道
路
に
駐
車
 

し
て
い
る
自
動
車
か
ら
「
ガ
ソ
 

リ
ン
」
の
抜
き
盗
り
が
多
く
、
 

車
輔
火
災
ま
で
発
生
し
て
い
ま
 

す
．
車
庫
法
で
車
庫
が
あ
る
は
 

ず
で
す
。
深
夜
長
時
間
の
路
上
 

駐
車
は
や
め
ま
し
よ
う
。
 

◆
歳
末
防
犯
に
つ
い
て
 

年
末
は
何
か
と
気
ぜ
わ
し
い
 

折
か
ら
お
金
や
車
の
動
き
が
多
 

く
な
り
ま
す
。
 

次
の
事
に
気
を
く
ば
っ
て
下
 

さ
い
。
 

0
戸
締
り
を
し
っ
か
り
 

e
交
通
事
故
に
注
意
を
 

田
多
額
の
現
金
を
置
か
な
い
よ
 

う
に
し
ま
し
よ
う
。
 

国民健康保険税 

町 県 民 税 

第 4 期 分 

納期限 12月28日 

◇
自
転
車
に
は
、
反
射
鏡
を
つ
 

け
、
乗
る
前
に
必
ら
ず
ブ
レ
 

ー
キ
を
点
検
す
る
。
 

◇
目
転
車
横
断
帯
の
あ
る
と
こ
 

ろ
で
は
、
横
断
帯
を
渡
る
。
 

《
暴
走
族
を
追
放
し
よ
う
》
 

最
近
に
お
け
る
暴
走
族
の
行
 

動
は
す
べ
て
の
ル
ー
ル
を
無
視
 

し
ス
ピ
ー
ド
違
反
に
と
ど
ま
ら
 

ず
、
殺
人
事
件
ま
で
ひ
き
お
こ
 

し
て
お
り
、
平
穏
な
市
民
生
活
 

を
脅
か
し
て
い
ま
す
。
 

町
民
の
力
で
暴
走
族
を
締
め
 

出
し
ま
し
よ
う
。
 

o
暴
走
行
為
を
し
な
い
、
さ
せ
 

な
い
、
見
に
行
か
な
い
 

酒
酔
い
運
転
は
、
 

一
発
免
 

許
取
消
 

下

田

川

地

区

青

少

年

 

バ
ト
III
ン
ト
ン
大
会
開
催
さ
る
ク
 

金
田
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
 

金
田
町
バ
ト
、
、
、
ン
ト
ン
協
会
 

は
下
田
川
三
ケ
町
の
各
協
会
と
 

協
議
し
、
青
少
年
の
社
会
体
育
 

及
び
健
全
育
成
の
一
環
と
し
て
 

そ
の
趣
旨
に
賛
同
を
得
た
下
田
 

川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
協
賛
 

を
得
て
、
十
一
月
三
日
第
一
回
 

の
大
会
を
糸
田
町
体
育
館
で
実
 

施
し
ま
し
た
。
 

参
加
人
員
は
小
学
生
六
十
名
 

中
学
生
二
十
名
で
個
人
戦
を
行
 

な
い
、
各
町
民
の
多
く
の
声
援
 

を
受
け
な
が
ら
盛
会
の
う
ち
に
 

こ
の
大
会
を
終
了
す
る
こ
と
が
 

で
き
ま
し
た
。
 
こ
れ
を
機
に
年
 

三
回
程
度
は
こ
の
種
の
大
会
を
 

実
施
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
 

の
た
め
金
田
町
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
 

協
会
は
努
力
し
て
い
き
た
い
と
 

思
っ
て
い
ま
す
。
 

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
 

で
す
。
 

【
小
学
生
の
部
】
 

優
勝
 
平
井
扶
由
子
 
金
田
町
 

二
位
 

高
林
ゅ
か
り
 
赤
池
町
 

三
位
 
木
戸
富
士
美
 
金
田
町
 

四
位
 
池
田
 
雅
美
 
金
田
町
 

【
中
学
生
の
部
】
 

優
勝
 
桑
野
 
成
美
 
金
田
町
 

二
位
 

沖
 
ひ
ろ
み
 

赤
池
町
 

三
位
 

丸
山
 
理
絵
 
金
田
町
 

四
位
 
御
領
 
睦
美
 
赤
池
町
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町
 

田
 

金
 

第
一
回
金
田
町
短
歌
大
会
開
催
さ
る
プ
 

中
 
央
 

公
 

民
 

館
 

菊
薫
る
十
一
月
十
一
日
中
央
 

公
民
館
で
第
一
回
金
田
町
短
歌
 

大
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

出
詠
者
二
＋
五
名
、
詠
草
四
 

十
九
首
の
多
数
に
及
び
、
文
化
 

不
毛
の
地
と
云
わ
れ
る
筑
豊
の
 

小
さ
な
町
に
し
て
は
、
予
想
外
 

の
数
で
あ
り
ま
し
た
が
、
差
支
 

え
の
方
が
多
く
、
当
日
の
出
席
 

者
は
応
募
者
の
約
半
数
で
ち
よ
 

っ
と
さ
ぴ
し
さ
を
覚
え
ま
し
た
 

午
前
九
時
開
会
、
公
民
館
長
 

の
挨
拶
の
後
、
互
選
に
よ
り
一
 

位
町
長
賞
一
首
、
二
位
教
育
長
 

賞
一
首
、
三
位
公
民
館
長
賞
一
 

首
、
さ
ら
に
佳
作
七
首
を
選
び
 

ま
た
講
師
の
友
清
先
生
の
選
に
 

よ
る
一
位
天
賞
一
首
、
ニ
位
地
 

賞
一
首
、
三
位
人
賞
一
首
、
以
 

下
入
選
十
一
首
の
発
表
が
あ
り
 

更
に
講
師
に
よ
る
全
出
詠
歌
四
 

十
九
首
に
つ
き
懇
切
な
る
批
評
 

指
導
が
行
な
わ
れ
、
十
二
時
過
 

ぎ
意
義
深
い
大
会
を
終
了
し
ま
 

し
た
。
 

ど
の
歌
も
素
人
ば
か
り
の
歌
 

で
し
た
が
、
日
頃
の
生
活
の
あ
 

り
さ
ま
や
心
の
動
き
、
ま
た
ま
 

わ
り
の
情
景
な
ど
お
互
い
に
共
 

感
し
、
心
通
わ
せ
あ
え
る
歌
ば
 

か
り
で
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
 

過
し
ま
し
た
。
 

金
田
町
に
こ
の
よ
う
な
文
化
 

的
な
活
動
の
輪
が
拡
が
っ
て
こ
 

そ
、
金
田
町
み
ん
な
の
連
帯
感
 

が
深
ま
り
、
住
み
よ
い
金
田
町
 

を
築
き
上
げ
る
基
に
な
る
の
で
 

は
な
い
で
し
よ
う
か
。
 

次
に
当
日
選
ば
れ
た
歌
は
次
 

の
通
り
で
す
。
 

【
互
選
の
部
】
 

◆
町
長
賞
 

阿
部
 

正
子
 

と
も
し
び
 

さ
さ
や
か
な
短
歌
の
灯
点
さ
む
 

と
 
晩
酌
も
せ
ず
夫
出
で
ゆ
く
 

◆
教
育
長
賞
 

中
村
 
靖
子
 

癌
病
む
と
知
り
た
る
夫
を
励
げ
 

ま
し
つ
 

闇
夜
の
如
き
日
日
が
 

続
く
も
 

◆
公
民
館
長
賞
 
高
木
美
代
子
 

声
あ
げ
て
孫
と
野
道
を
駆
け
を
 

れ
ば
 

と
ん
び
の
一
羽
追
ふ
如
 

く
舞
ふ
 

◆
佳
作
 
各
一
首
 

中
村
靖
子
、
阿
部
重
宏
、
鳥
越
 

美
枝
、
藤
本
唯
彦
、
田
村
文
子
 

並
川
君
子
、
桑
野
つ
る
絵
 

【
講
師
選
の
部
】
 

◆

天

 
賞
 

藤
本
 
唯
彦
 

病
み
長
き
父
を
思
ひ
て
日
の
暮
 

る
る
 

畑
に
草
を
抜
き
つ
つ
い
 

た
り
 

◆

地

 
賞
 

小
野
ト
メ
子
 

寒
風
の
な
か
に
頭
を
も
ち
あ
げ
 

し
 
土
筆
に
土
を
か
き
よ
せ
て
 

や
る
 

◆

人

 
賞
 

菊
池
 

一
枝
 

か
ん
ざ
し
ば
な
 

箸
花
を
手
折
り
て
は
吾
が
髪
に
 

挿
し
て
見
る
英
彦
山
に
来
て
 

入
選
 
各
一
首
 

中
村
靖
子
、
中
村
繁
生
、
藤
本
 

唯
彦
、
桑
野
つ
る
絵
、
室
ト
ョ
 

藤
林
俊
信
、
福
原
照
子
、
小
野
 

ト
メ
子
、
阿
部
正
子
、
三
村
和
 

子
 

” 

・ 

ー・ 

；
 

・一 

‘ 

福
田
 

昌
 

菊
池
 

一
枝
 

一 

( 

4

【
一
F

一畜 

喜
 

多！うJ

●プf

難
昨
が
F
シ
ー
呈
こ
ナ
つ
火
謝
こ
師
子
吏
・
r
犀
ら
良
享
り
ヒ
 

ー 

（ 

、
と
1

丁
§
コ
こ
・
コ
ー
1

こ
【
t

マ二 

畿
一
 

、
N
糾
A
 

尾
花
の
波
が
そ
よ
ぎ
を
る
見
十
六
夜
の
月
は
照
ら
し
い
く
 

一 

』 

ノ
，
ー
ー
ー
ノ
ー
I

ー
？
石
買
1
．
『
一
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ゅ
 

な
り
 

》 
(
 

講
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友
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隆
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藤
本
 
唯
彦
 

藤
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俊
信
 

千
手
佐
起
子
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） 

室
 

ト
ョ
 

高
木
美
代
子
 

田
村
 
文
子
 

福
原
 
照
子
 

一
葉
さ
へ
ゆ
る
が
せ
な
ら
ぬ
菊
 
茂
り
た
る
栗
こ
と
ご
と
く
花
咲
 
意
の
如
く
出
来
ぬ
細
工
に
飽
き
 
フ
エ
リ
ー
の
手
す
り
に
よ
り
 

茂
り
た
る
栗
こ
と
ご
と
く
花
咲
 

の
葉
に
 

雨
蛙
止
ま
り
て
太
く
 
き
て
 

強
き
匂
が
わ
が
胸
燃
や
 
や
ら
ず
 
紙
粘
土
練
る
手
先
見
 
て
か
た
り
あ
へ
ば
 
蓬
か
な
 

き
て
 

強
き
匂
が
わ
が
胸
燃
や
 

一
構
へ
ぬ
 

す
 

つ
め
る
 

山
も
視
界
に
入
ら
ず
 

一 

一 

阿
部
 
重
宏
 

小
野
ト
メ
子
 

中
村
 
繁
生
 

並
川
 
君
子
 

一 

若
き
ら
に
混
じ
り
て
歩
む
倉
敷
 

の
 
古
き
家
並
に
冬
の
陽
や
わ
 

し
 

す
 

硝
子
越
し
の
わ
が
枕
辺
の
隅
々
 

ま
で
 

朝
の
光
の
や
は
ら
か
に
 

差
す
 

意
の
如
く
出
来
ぬ
細
工
に
飽
き
 

や
ら
ず
 
紙
粘
土
練
る
手
先
見
 

つ
め
る
 

煙
草
の
む
生
徒
対
策
の
あ
れ
こ
 

れ
と
 
議
輪
続
き
て
十
時
間
と
 

な
る
 

久
々
に
逢
ひ
た
る
友
は
か
わ
 

ら
ね
ど
 
け
ら
け
ら
と
笑
ひ
 

て
時
は
過
ぎ
ゆ
く
 

一
 
《
 

金

田

町

老

人

会

 

俳
句
・
短
歌
同
好
会
 

【
俳
 
句
】
 

原
田
 
豊
茂
 

間
引
菜
の
流
れ
て
お
り
し
 

朝
の
川
 

岩
野
 
克
芳
 

歳
時
記
に
押
花
と
せ
し
 

野
菊
か
な
 

吉
武
善
次
郎
 

お
嚇
子
に
獅
子
舞
い
狂
ふ
 

秋
祭
 

桑
野
つ
る
絵
 

白
鳥
の
湖
に
枝
の
べ
 

新
松
子
 

宇
野
か
な
女
 

雪
舟
の
庭
を
引
き
立
つ
 

紅
葉
か
な
 

斉
藤
ナ
ミ
子
 

文
化
の
日
昔
を
忍
び
 

国
旗
建
て
 

竹
宗
 
幸
子
 

山
車
引
く
児
母
が
手
を
取
り
 

綱
を
と
り
 

清
水
 
政
恵
 

霧
島
の
空
の
深
さ
に
 

返
り
花
 

瓜
生
 
女
礼
 

松
蔭
の
門
も
潜
り
し
 

秋
の
旅
 

辰
島
 
幸
高
 

殿
風
の
外
れ
て
農
家
の
 

・
つ
た
げ
 

宴
か
な
 

【
短
 

歌
】
 

辰
島
 
』ホー 

す
こ
 

八
十
路
こ
え
尚
健
や
か
に
 

老
犬
の
学
び
の
道
に
 

は
げ
む
楽
し
さ
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

渡
辺
由
美
子
 

タ

コ

あ

げ

は

電

線

 

コ
ス
モ
ス
の
香
り
高
き
を
 

朝
つ
ゆ
に
 

獅
子
舞
に
秋
風
や
さ
し
 

若
者
の
熱
き
力
を
 

み
や
 

稲
荷
の
社
に
 亀

田
 
辰
雄
 

月
明
り
水
音
ゆ
か
し
 

秋
の
夜
 

か
げ
 

朝
光
に
伊
方
の
里
に
 

か
ぜ
し
ず
か
 

稲
穂
刈
り
取
る
 

妻
を
し
想
ふ
 

前
 

チ
ェ
 

村
の
温
泉
に
良
き
友
と
在
 

り
返
り
花
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ガ
 

ク
 

ク
 

の
な
い
と
こ
ろ
で
 

タ
コ
あ
げ
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
 

お
父
き
ま
、
お
母
さ
ま
へ
お
 

願
い
。
 

電
線
の
近
く
で
は
、
タ
コ
を
 

絶
対
あ
げ
な
い
よ
う
に
、
お
子
 

様
へ
ご
注
意
く
だ
き
い
．
 

九
州
電
力
で
は
、
五
十
二
年
 

度
に
全
九
州
で
、
電
線
に
ひ
っ
 

か
か
っ
た
約
五
〇
〇
〇
個
も
の
 

タ
コ
を
除
却
し
ま
し
た
。
 

電
線
に
か
か
っ
た
タ
コ
は
、
 

危
険
で
す
か
ら
自
分
で
と
ら
ず
 

に
、
近
く
の
九
州
電
力
へ
ご
連
 

絡
く
だ
さ
い
。
 

⑥
タ
コ
を
と
ろ
う
と
し
て
電
柱
 

に
登
る
の
は
や
め
ま
し
よ
う
 

⑥
タ
コ
を
と
ろ
う
と
し
て
、
糸
 

を
ひ
っ
ば
っ
た
り
、
電
線
を
 

竹
ぎ
お
な
ど
で
つ
 

つ
く
の
は
大
変
危
 

険
で
す
。
 

そ
の
た
め
に
停
 

電
し
て
近
所
の
み
 

な
さ
ん
に
大
変
迷
 

惑
を
か
け
る
こ
と
 

が
あ
り
ま
す
。
 

一
霧
ら
ひ
つ
つ
白
さ
ぎ
川
面
に
二
起
き
ぬ
け
に
か
る
き
獣
紗
の
き
三
段
の
田
圃
守
る
は
我
の
み
と
 
コ
ー
ヒ
ー
で
眠
れ
ぬ
夜
の
登
 

一 

一
羽
と
」
、
 
初
老
の
わ
れ
の
い
 
た
り
し
を
 
父
に
は
告
げ
ず
厨
 

能
登
の
老
農
夫
の
し
わ
深
き
 
別
 
脳
裡
に
う
か
ぶ
紅
葉
の
 

一 

“ 
の
ち
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す
べ
し
 

に
立
ち
ぬ
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金
田
町
で
は
、
住
民
医
療
を
 

確
保
す
る
た
め
方
城
、
赤
池
、
 

金
田
の
三
ケ
町
で
広
域
行
政
に
 

よ
り
、
地
域
住
民
の
要
望
に
応
 

え
る
高
度
医
療
を
充
分
満
し
得
 

る
医
療
セ
ン
タ
ー
を
念
じ
て
建
 

設
準
備
を
進
め
て
お
り
、
町
議
 

会
に
は
特
別
委
員
会
を
設
置
し
 

諸
々
協
議
検
討
を
重
ね
る
な
か
 

で
、
町
民
各
位
の
意
向
を
把
握
 

す
る
こ
と
が
急
務
と
い
う
こ
と
 

か
ら
、
過
日
町
民
の
皆
様
に
は
 

大
変
御
手
数
を
煩
わ
し
た
と
こ
 

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ァ
ン
ケ
 

ー
ト
の
配
布
世
帯
数
二
、
六
一
一
 

二
世
帯
に
対
し
、
回
収
出
来
た
 

世
帯
銀
は
一
、
 

一
六
〇
世
帯
で
 

あ
り
、
回
収
率
は
四
四
パ
ー
セ
 

ン
ト
の
低
率
で
あ
り
ま
し
た
。
 

特
別
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
 

て
も
、
こ
の
低
率
の
回
答
を
町
 

全
体
と
し
て
、
と
り
あ
げ
る
の
 

に
問
題
が
あ
る
と
さ
れ
、
又
本
 

町
は
、
は
じ
め
て
の
取
り
く
み
 

で
あ
り
、
慎
重
を
期
す
べ
き
と
 

い
う
こ
と
か
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
 

の
取
り
直
し
等
、
充
分
検
討
を
 

致
し
、
所
期
の
目
的
達
成
に
努
 

力
致
し
ま
す
の
で
、
町
民
各
位
 

の
ご
協
力
の
程
．
お
願
い
致
し
 

ま
す
。
 

今
回
の
回
答
内
容
を
次
の
と
 

お
り
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
 

公立下田川病院建設に伴う 
（あなたの意見） 

順
位
 

内 容 件数 割合 

1
 

診療科目中に眠科、耳鼻 

科咽喉科、皮膚科、歯科 

整形外科を併設してほし 

い。 

123 39.5 

14.5 2
 

下田川病院であり、中心 

地の金田町内に設置して 

（ポ一リング場あと1 

ほしい。陰弘替峯昆ち白創 
“よL ' o l農機具店横2、矢I 

I久保、平原2 」 

45 

3
 

予定位置は交通便が悪い 

バス運行の配慮を望む。 
39 12.5 

4
 

優秀な医師の確保、近代 

的な医療施設を望む。 
33 10.6 

に。 早期開設を望んでいる。 26 8.4 

6
 

祝・祭日、夜間医療、救 

急医療態勢の充実をはか 

れ。 

25 8.0 

7
 

交通便のよい場所を選ぶ 

べき。 
コ。 1.0 

8
 

その他 17 5.5 

311 100% 

公立下田川病院建設アンケート調査結果 

（住民意識調査） 

世帯数 （アンケート配布枚数） 2. 6 2 2 

回 収 枚 数 1 . 1 6 0 

回 収 率 44 % 

公立下田川病院建設についてどうお考え 

ですか、あてはまるものの番号一つに〇 

をつけて下さい。 

1
 

問
 

司
そ
の
他
 

I．早期建 2．建設の 

設してほ 必要がな 

しい い 

(1）現在医療 

態勢で充分 

であるから 

②財政に赤 

字をかかえ 

ることにな 

るから 

1 021件I 84 件 27 件 1 45 件 13件 

%

 8
 

%
 

0
 

0
 

%

 

1
 

。」 q
〕 

問2 開設の場所についてはどう思いますか。 

1．適地と 2．町内を望 

むも用地が 

なければし 

かたがない 

思う 

3．不適地 （1）交通の （2) 
そ 
の 

である。 便が悪い 他 

241件 548 件 1 277 件 262 件 15川 

23 % 51 % 26 % 

100 % 
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十
ニ
月
予
防
接
種
実
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日
 

住
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保

健

 係
 

⑥
十
ニ
月
四
日
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
 
高
校
生
 

一
一
回
目
 

⑥
十
二
月
五
日
 

」
種
混
合
一
期
 
三
回
目
 

⑥
十
ニ
月
六
日
 

イ
ン
フ
ル
ェ
ン
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ー般一一 

回
目
 

⑥
十
ニ
月
七
日
 

イ
ン
フ
ル
エ
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回
目
 

⑥
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ニ
月
ニ
十
日
 

三
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合
二
期
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第
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期
完
了
者
）
 

'
'
？
一
‘
?
!
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公
給
領
収
証
の
受
取
り
 

依

頼

に

つ

い

て

 

田
 

川
 

税
 

務
 

署
 

公
給
領
収
証
は
必
ら
ず
お
受
 

取
り
く
だ
さ
い
。
 

o
公
給
領
収
証
に
は
、
料
理
店
 

旅
館
、
飲
食
店
の
3
種
類
が
 

あ
り
ま
す
。
 

o
こ
の
公
給
領
収
証
は
、
料
理
 

飲
食
等
消
費
税
を
納
め
た
し
 

る
し
に
お
渡
し
す
る
も
の
で
 

す
か
ら
、
必
ら
ず
受
取
っ
て
 

下
さ
い
。
 

料
理
飲
食
等
消
費
税
は
、
次
 

の
と
お
り
で
す
。
 

o
料
享
、
料
理
店
、
カ
フ
エ
、
 

バ
ー
、
 

キ
ヤ
バ
レ
等
は
飲
 

食
代
金
の
 

旦
伽
 

o
飲
食
店
、
ス
タ
ン
ド
バ
ー
、
 

喫
茶
店
、
旅
館
で
の
飲
食
は
 

二
、
O
〇
〇
円
を
越
え
た
場
 

合
、
総
料
金
の
 

10 

一伽 

o
旅
館
で
の
宿
泊
は
、
 
一泊一一 

食
で
四
、
〇
〇
〇
円
を
越
え
 

た
場
合
、
料
金
か
ら
基
礎
控
 

除
額
（
二
、
〇
〇
〇
円
）
を
 

差
引
い
た
総
料
金
の
 
10 
一m 

特
に
年
末
の
忘
年
会
及
び
 

（
新
年
会
の
宴
会
御
利
用
の
）
 

一
場
合
は
、
公
給
領
収
証
を
、
 

ノ
お
受
取
り
下
さ
い
。
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国
民
年
金
の
保
険
料
は
所
得
税
の
 

控
除
対
象
に
な
り
ま
す
 

年
 

金
 

係
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ニ
「
二
三
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二
二
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二
三
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ニ
ニ
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二
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三
三
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F
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一
三
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J
？
二
…
！
一
三
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子
ニ
て
 

あ
な
た
が
昭
和
五
十
四
年
】
 

年
間
に
納
め
た
国
民
年
金
の
保
 

険
料
は
、
所
得
税
の
年
末
調
整
 

で
年
度
未
の
確
定
申
告
を
す
る
 

際、 

「
社
会
保
険
料
」
と
し
て
 

所
得
税
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
 

控
除
さ
れ
る
額
は
 

0
定
額
保
険
料
 

三
七
、
八
九
O
円
 

54 

年
1
月
1
3
月
 

1
ケ
月
分
 
二
、
七
三
〇
円
 

54 

年
4
月
ー
 12 

月
 

1
ケ
月
分
 
三
、
三
O
〇
円
 

e
付
加
保
険
料
 四

、
八
〇
O
円
 

( 54 

年
1
月
2
 54
 

年
 12 

月
分
 

1
ケ
月
分
 
四
O
〇
円
）
 

※
昭
和
 54 

年
1
月
か
ら
 12 

月
 

ま
で
定
額
保
険
料
と
付
加
 

保
険
料
を
納
め
た
人
は
0
 

と
e
の
合
計
額
 

四
二
、
六
九
〇
円
 

O
未
納
保
険
料
（
特
別
納
付
保
 

険
料
も
含
む
）
前
納
保
険
料
 

追
納
保
険
料
は
、
昭
和
 54 

年
 

中
に
支
払
っ
た
総
額
。
 

●・1
に
ミ
l
I
三
！
：
」
ら
．
.
F
」：.r
ら
ニ
r
.1
一
L
l
f
・《1
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三
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◇
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第
十
三
回
人
権
週
間
 

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
 

は
第
三
十
一
回
「
人
権
週
間
」
 

で
す
。
 

こ
れ
は
昭
和
二
十
三
年
十
一
一
 

月
十
日
第
三
回
国
際
連
合
総
会
 

で
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
 

さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
設
け
ら
 

れ
た
も
の
で
、
本
年
で
三
十
一
 

年
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
 

し
た
。
 

福
岡
法
務
局
、
福
岡
県
人
権
 

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
本
年
度
 

の
啓
発
重
点
目
標
を
 

④
人
権
の
共
存
 

互
い
に
相
手
の
立
場
を
考
 

え
て
豊
か
な
人
間
関
係
を
 

つ
く
ろ
・
っ
 

③
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
 

③
児
童
の
健
全
な
育
成
に
努
め
 

よ
う
 

と
定
め
、
市
町
村
等
関
係
団
体
 

の
協
力
を
得
て
、
人
権
思
想
の
 

普
及
徹
底
に
努
め
て
い
ま
す
。
 

皆
さ
ん
の
身
の
ま
わ
り
で
、
 

無
理
を
強
い
ら
れ
た
り
、
村
八
 

分
に
さ
れ
た
り
、
老
人
、
子
供
 

身
体
の
不
自
由
な
方
等
で
虐
げ
 

ら
れ
て
い
る
人
な
ど
は
あ
り
ま
 

せ
ん
か
。
も
し
あ
る
と
き
は
地
 

元
の
人
権
擁
護
委
員
又
は
私
ど
 

も
へ
お
申
出
下
さ
い
。
 

調
査
の
う
え
、
そ
の
よ
う
な
 

事
実
が
認
め
ら
れ
る
と
き
は
適
 

切
な
処
置
を
と
り
ま
す
。
ま
た
 

登
記
、
戸
籍
、
借
地
、
借
家
、
 

相
続
、
金
銭
貸
借
、
そ
の
他
の
 

法
律
問
題
で
お
困
り
の
方
や
心
 
ロ
口
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
口
 

配
ご
と
、
悩
み
ご
と
等
が
あ
る
 

ロコ 

ロ
 
4
 
三
 

FL 

方
は
、
い
つ
で
も
お
気
軽
に
ご
 

E
 
手
 
5
 
主
 

月
 

相
談
下
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
 

養

成

訓

練

生

の

募

集

 

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
 

な
お
、
金
田
町
の
人
権
擁
護
 

福
岡
県
立
直
方
専
修
職
業
訓
 

委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

練
校
で
は
、
 
55 

年
4
月
か
ら
の
 

金
田
町
大
字
金
田
一
一
三
 
入
校
生
を
次
の
と
お
り
、
募
集
 

九
番
地
の
五
 

し
て
い
ま
す
。
 

堀
 

勇
 
次
 

O
訓
練
計
画
 

金
田
町
大
字
神
崎
一
四
七
 

機
械
科
 
20 

名
 
1
ケ
年
 

一
一
番
地
 池

 
長
 
幸
 
吉
 

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
 

旧
 
軍
 
人
 
恩
 
給
 

受

給

者

に

連

絡

 

さ
る
臨
時
国
会
に
於
て
法
律
 

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
要
 

旨
は
年
令
制
限
の
緩
和
最
低
補
 

償
額
等
の
制
定
な
ど
、
有
利
に
 

な
り
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
 

改
め
て
申
し
立
て
を
し
な
け
れ
 

ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

書
類
の
提
出
先
「
福
岡
県
民
 

生
部
援
護
課
で
す
。
用
紙
、
そ
 

の
他
不
明
な
点
は
、
金
田
町
東
 

金
田
、
伊
藤
環
宛
連
絡
し
て
下
 

さ
い
。
電
話
②
三
八
五
九
番
」
 

な
お
、
申
立
時
期
な
ど
制
限
 

が
あ
り
ま
す
。
制
限
が
過
ぎ
れ
 

ば
時
効
に
な
り
ま
す
。
 

旧
軍
人
恩
給
連
盟
金
田
支
部
 

男
・
女
 

溶
接
科
 
20 

名
 
1
ケ
年
 

男
・
女
 

構
造
物
鉄
工
科
 
10 

名
 

1
ケ
年
 

男
・
女
 

e
応
募
資
格
 

o
昭
和
 55
 

年
3
月
中
学
校
卒
 

業
見
込
み
の
人
。
 

o
昭
和
 55 

年
3
月
高
等
学
校
 

卒
業
見
込
み
の
人
。
 

o
そ
の
他
、
 

一
般
求
職
者
で
 

釦
才
以
下
の
人
。
 

田
応
募
期
間
 

昭
和
 54
 

年
 11 

月
1

日
か
ら
昭
 

和
 55 

年
2
月
9

日
ま
で
 

O
申
込
み
先
 

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
 

又
は
直
方
専
修
職
業
訓
練
校
 

電
話
（
0
9
4
9
2
) 

②
1
7
4
9
番
 

ロ
ロ
ロ
ロ
口
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
 

福

岡

身

体

障

害

者

 

職

業

訓

練

生

募

集

 

製
版
印
刷
科
 
25 

名

男

女

 

義
肢
装
具
科
 
10 

名

男

女

 

印
章
彫
刻
科
 
15 

名

男

女

 

一
般
事
務
科
 
25 

名

男

女

 

理
 
容
 
科
 
20 

名

男

女

 

◆
応
募
手
続
き
 

困
所
定
の
入
校
願
、
健
康
診
 

断
書
（
安
定
所
に
あ
る
〕
 

回
募
集
期
間
 

54 

年
 10
 

月
1

日
か
ら
 55
 

年
 

1
月
 21 

日
ま
で
 

◆
入
校
予
定
日
 

55 

年
4
月
8

日
（
火
）
 

く
わ
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
 

公
共
職
業
安
定
所
へ
お
た
ず
ね
 

下
さ
い
。
 

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
口
ロ
ロ
ロ
ロ
 

昭
和
五
十
五
年
度
 

福
岡
県
民
手
帳
発
売
中
 

普
通
版
 

二
四
〇
円
 

大
型
版
 

三
二
〇
円
 

◆
申
込
み
先
 
金
田
町
役
場
 

総
務
課
ま
で
。
 

あ

り

が

と

 う
 

こ
 
ざ

い

ま

し

た

 

金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ
 

植
高
 
義
明
 
殿
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

永
富
ス
ミ
子
 
殿
 

松
田
宗
一
郎
 
殿
 

柳
沢
 
昭
三
 

殿
 

植
高
 
義
明
 
殿
 

◆
募
集
人
員
 

右
の
方
よ
り
香
典
返
し
と
し
て
 

洋
 
服
 
科
 
20 

名
男
・
女
 
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
 

洋
 
裁
 
科
 
20 

名
男
・
女
 
で
有
意
義
に
使
用
さ
せ
て
い
た
 

軽
印
刷
科
 

25 

名
男
・
女
 
だ
き
ま
す
o
 


